中高生の知的障害児が取り組む自立生活プログラムの開発―障害児の地域生活支援におけるアクションリサーチを通して― by 鳥海 直美
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The action research concerned with development of the independent living program 













































































































































ことから，開発過程は，①試行期（2010年 4 月～ 2011年 3 月），②改良期（2011年 4 月～ 2012

































































































































































































































































































































 3 ）筆者が2004年 9 月13日～ 19日にソウルに滞在していた際，ソウル自立生活センターを訪問し，複数回
にわたるヒアリング調査を実施した時点の状況である．
 4 ）菅（2010）によれば，「主観的ベスト・インタレスト主義」とは，最善の利益を特定する過程において，
本人の希望や心情，信念，価値観といった極めて個人的要素に重きを置くものであり，多少のリスク
を伴うものであっても，本人の意向や心情を配慮することが，本人の幸福の実現のためにはやむを得
ない場合もあるという立場をとる．「2005年意思能力法」の成立背景には，本人の自己決定権や尊厳
を守られる権利への社会的意識の高まりがみられる．加えて，福祉的，医学的，社会的観点から本人
の客観的ニーズをさぐることを目的とする客観的福祉主義から，本人のこれまでの経験や生き方とい
う主観的要素を尊重する主観的福祉主義へのパラダイム転換がみられる．
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